
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
三

別
表
第
三

都
道
府
県

病
院

基
礎
係
数
機
能
評
価

係
数
Ⅱ

救
急
補
正

係
数

激
変
緩
和

係
数

都
道
府
県

病
院

基
礎
係
数
機
能
評
価

係
数
Ⅱ

救
急
補
正

係
数

激
変
緩
和

係
数

（
略
）

（
略
）

30582
削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


30582
新
潟


五
泉
中
央
病
院







10283




00606




00145




00000




（
略
）

（
略
）

30726
削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


30726
静
岡


公
立
森
町
病
院







10283




01307




00191




－
00221




（
略
）

（
略
）

31194
削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


削
除


31194
高
知


社
会
医
療
法
人
仁
生
会
細
木
病
院












10583




00552




00147




00000




（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
一
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
第
一
号
た
だ
し
書
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
三

号
）
別
表
４
か
ら
６
ま
で
及
び
20
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
病
院
、
基
礎
係
数
、
機
能
評
価
係
数
Ⅰ
、
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
、
救
急
補
正
係
数
及
び
激
変
緩
和
係
数
（
平
成

二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
二
号

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
作
業
環
境
測
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
令
和
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
十
六
号
）に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則（
昭

和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件

１

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
三
条
の
三
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
技
術
上
の
指
針
の
う
ち
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
も
の
に
お
い
て
分
析
方
法
が
定
め
ら
れ
た
物
質
に
つ
い
て
分
析
す
る
場
合

当
該
物
質

に
係
る
分
析
方
法
が
作
業
環
境
測
定
士
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
十
六
号
。
以
下
「
規
程
」
と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
の
表
規
則
別
表
第
一
号
の
作
業
場
の
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析
の
実
務
の
項
、
規
則
別
表
第
二
号

の
作
業
場
の
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析
の
実
務
の
項
、
規
則
別
表
第
三
号
の
作
業
場
の
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析
の
実
務
の
項
、
規
則
別
表
第
四
号
の
作
業
場
の
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析
の
実
務
の
項
又
は
規
則
別
表
第

五
号
の
作
業
場
の
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析
の
実
務
の
項
の
中
欄
に
規
定
す
る
分
析
の
方
法
（
以
下
「
規
程
に
お
い
て
作
業
場
ご
と
に
定
め
る
分
析
方
法
」
と
い
う
。）の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
項
の
上
欄
に
規
定

す
る
作
業
場
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
る
こ
と
。

二

前
号
の
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
の
定
め
る
も
の
に
お
い
て
分
析
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
物
質
に
つ
い
て
分
析
す
る
場
合

次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
要
件

イ

当
該
物
質
に
つ
い
て
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
適
切
に
選
定
し
た
分
析
方
法
が
、
規
程
に
お
い
て
作
業
場
ご
と
に
定
め
る
分
析
方
法
に
含
ま
れ
る
場
合

当
該
選
定
し
た
分
析
方
法
が
前
号
に
規
定
す
る
各
項
の
中
欄
に
規
定
す
る

分
析
の
方
法
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
、
当
該
各
項
の
上
欄
に
規
定
す
る
作
業
場
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
物
質
に
つ
い
て
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
適
切
に
選
定
し
た
分
析
方
法
が
、
規
程
に
お
い
て
作
業
場
ご
と
に
定
め
る
分
析
方
法
に
含
ま
れ
な
い
場
合

当
該
選
定
し
た
分
析
方
法
に
よ
る
分
析
に
必
要
な
機
器
を
有
し
、か
つ
、

適
切
に
分
析
で
き
る
能
力
を
有
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
る
こ
と
。

２

こ
の
告
示
に
定
め
る
事
項
に
関
し
必
要
な
細
目
は
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
九
十
七
号

農
業
改
良
資
金
融
通
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
二
号
）
第
九
条
第
四
項
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
四
条
の
九
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
農
林
水
産
省
告
示
第
三
百

八
号
（
農
業
改
良
資
金
融
通
法
第
九
条
第
四
項
及
び
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
十
四
条
の
九
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
る
利
率
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和


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